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研究成果の概要（和文）： 

Ghrelin は、胃で分泌されるペプチドであるが脳内においても分泌されている。従来の報告か

ら「抑うつ」「不安」状態,食行動との関連が指摘されている。また ghrelin のレセプターとし

て GPR39 が指摘されており、このリガンドとして obestatin が注目されている。本研究では、

obestatin と「抑うつ」・「不安」・「食行動」の関連について研究を行った。GPR39-1b のアンチ

センスをラットの側脳室に持続的に投与し、不安・食行動を測定した。GPR39-1b のアンチセン

スは、高架十字迷路・明暗箱にて抗不安作用を示し、摂食量を減少させた。これらの結果は、

GPR39-1b の抑制は、不安関連行動を抑制し、食欲も低下させることを示唆している。 

 
研究成果の概要（英文）：  
Stomach secretes ghrelin, and brain also doses it. Ghrelin have reported to be associated 
with depression, anxiety and eating behavior. GPR39 is a receptor for ghrelin. We examined 
the relationship between obestatin, depression, anxiety and eating behavior. We GPR39-1b 
antisense oligonucleotides were infused at a constant rate into the cerebral lateral 
ventricles of rats and their effect on anxiety and food intake was monitored. GPR39-1b 
antisense oligonucleotides produced anxiolytic-like effects in the elevated-plus maze 
test, and in the black and white test. GPR39-1b antisense oligonucleotides decreased food 
intake. These results indicate that inhibition of GPR39-1b induces a decrease in 
anxiety-related behaviors and disturbs appetite. 
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Ghrelin は、胃で分泌されるペプチドである
が脳内においても分泌されている。従来の報
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指摘されている。また ghrelin のレセプター

として GPR39 が指摘されており、このリガン

ドとして obestatin が注目されている。本研

究では、obestatin と「抑うつ」・「不安」の

関連について研究を行った。 

 
２．研究の目的 
本研究では、GPR39-1b に対するアンチセンス
を作成し、不安およびうつ病モデルラットの
側脳室に投与し、アンチセンスを投与した群
としない群で行動の比較検討を行うことで
obestatin の役割を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
不安およびうつ病モデルラットの側脳室に
GPR39-1b のアンチセンスまたはコントロー
ルとして注射用蒸留水を投与し、不安のモデ
ルである高架十字迷路・明暗箱・恐怖条件付
けとうつ病のモデルである強制水泳、行動量
を測定した。その結果、GPR39-1b のアンチセ
ンスによる遺伝子発現抑制は、不安の指標で
ある高架十字迷路・明暗箱において不安を惹
起することを見いだした。 
 
４．研究成果 
上記の結果は、obestatin が不安と関連して
いることを強く示唆している。 
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